
JP 6016227 B2 2016.10.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前端（２ａ）及び後端（２ｂ）を有するコネクタ本体（２）と、前記コネクタ本体内に
実装されると共に前記コネクタ本体の前記前端で相手コンタクトと結合できる複数のコン
タクト部材であって、外被（１０ａ）が設けられた電気ケーブル（１０）の各電線（１１
）に接続されるよう構成されたコンタクト部材（１２）と、前記コネクタ本体内で前記電
気ケーブルをクランプする手段とを具備する電気コネクタ（１）において、
　前記電気ケーブルをクランプする手段は、
　弾性変形可能な縦クランプタブ（６ａ１）を有すると共に前記コネクタ本体に連結され
る筒状ケーブルクランプ部（６）と、
　前記筒状ケーブルクランプ部の前記縦クランプタブの上に実装された、内部円錐面を有
する楔状ロックブッシュ（７）と、
　前記縦クランプタブで前記ケーブルをクランプするように、前記筒状ケーブルクランプ
部の前記縦クランプタブの上に前記楔状ロックブッシュを軸方向に付勢するために、前記
コネクタ本体の前記後端のねじ部（２ｂ３）上に締め付けることができるロックリングナ
ット（９）と
をさらに具備し、
　前記電気コネクタは、前記コンタクト部材を受容しロックするための前部（５ａ）と、
弾性変形可能で自由端に楔状歯（５ｂ２）を有する縦保持タブ（５ｂ１）が設けられる後
部（５ｂ）とを有するコンタクト位置決め部材（５）をさらに具備し、
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　前記楔状歯は、前記コネクタ本体内で前記コンタクト位置決め部材をスナップロックす
るために、前記コネクタ本体の前記後端に形成された各窓（Ｗ）と協働することを特徴と
することを特徴とする電気コネクタ。
【請求項２】
　前記電気コネクタは、該電気コネクタの後端における水の通過を防止するように、前記
楔状ロックブッシュ及び前記ロックリングナット間に介在する、前記ケーブル上に係合す
るための第１シールリング（８）をさらに具備することを特徴とする請求項１記載の電気
コネクタ。
【請求項３】
　前記電気コネクタは、該電気コネクタの中央部における水の通過を防止するため、前記
ロックリングナット及び前記コネクタ本体間に介在する第２シールリング（４）をさらに
具備することを特徴とする請求項１又は２記載の電気コネクタ。
【請求項４】
　前記ロックリングナットの前部（９ａ）の内面は、前記コネクタ本体の前記後部の前記
ねじ部と協働するよう構成されたねじを有することを特徴とする請求項１ないし３のうち
いずれか１項記載の電気コネクタ。
【請求項５】
　前記ロックリングナットは、締付け工具と係合するための複数の平坦な横面（９ｂ１）
を有する後部（９ｂ）を有することを特徴とする請求項１ないし４のうちいずれか１項記
載の電気コネクタ。
【請求項６】
　前記筒状ケーブルクランプ部の前記縦クランプタブは、該縦クランプタブの自由端の内
面に、前記電気ケーブルの前記外被を押圧するよう構成された楔状歯（６ａ２）を有する
ことを特徴とする請求項１ないし５のうちいずれか１項記載の電気コネクタ。
【請求項７】
　前記ケーブルクランプ部は、前記ロックリングナットが前記コネクタ本体上で締め付け
られる際に前記コネクタ本体に対する前記筒状ケーブルクランプ部の回転を防止するため
に、前記縦クランプタブが設けられた反対側の端（６ｂ）の周縁に、前記コネクタ本体の
前記後端の縁に形成された相手凹部（２ｂ１）と結合するよう構成された突起（６ｂ１）
を具備することを特徴とする請求項１ないし６のうちいずれか１項記載の電気コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気コネクタは、前端及び後端を有するコネクタ本体と、コネクタ本体内に実装される
と共にコネクタ本体の前端で相手コンタクトと結合できる複数のコンタクト部材であって
、外被が設けられた電気ケーブルの各電線に接続されるよう構成されたコンタクト部材と
、コネクタ本体内で電気ケーブルをクランプする手段とを具備する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の主な目的は、比較的簡単で安価な構造を有する上述したタイプの電気コネクタ
を提供することである。本発明のコネクタは、簡単且つ迅速に製造し組み立てることがで
き、最終的には簡単且つ迅速に実施されるよう構成される。
【０００４】
　本発明の別の目的は、例えば照明器具に使用でき、現在の規制による厳しい要求事項を
満足するように、しっかりとした封止接続を保証する電気コネクタを提供することである
。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した目的を達成するために、本発明は、上述した構造を有する電気コネクタを提供
する。電気ケーブルをクランプする手段は、さらに、
弾性変形可能な縦クランプタブを有すると共にコネクタ本体に連結される筒状ケーブルク
ランプ部と、
筒状ケーブルクランプ部の縦クランプタブの上に実装された、内部円錐面を有する楔状ロ
ックブッシュと、
縦クランプタブでケーブルをクランプするように、筒状ケーブルクランプ部の縦クランプ
タブの上に楔状ロックブッシュを軸方向に付勢するために、コネクタ本体の後端のねじ部
上に締め付けることができるロックリングナットと
を具備し、
電気コネクタは、コンタクト部材を受容しロックするための前部と、弾性変形可能で自由
端に楔状歯を有する縦保持タブが設けられる後部とを有するコンタクト位置決め部材をさ
らに具備し、楔状歯は、コネクタ本体内でコンタクト位置決め部材をスナップロックする
ために、コネクタ本体の後端に形成された各窓と協働することを特徴とする。
【０００６】
　好適な実施形態において、電気コネクタは、その後端における水の通過を防止するよう
に、楔状ロックブッシュ及びロックリングナット間に介在する、ケーブル上に係合するた
めの第１シールリングをさらに具備する。
【０００７】
　また、上述の好適な実施形態の場合、電気コネクタは、その中央部における水の通過を
防止するため、ロックリングナット及びコネクタ本体間に介在する第２シールリングをさ
らに具備する。
【０００９】
　好適な実施形態において、ロックリングナットの前部は、コネクタ本体の後部のねじ部
と協働するよう構成されたねじを有する。また、ロックリングナットは、締付け工具と係
合するための複数の平坦な横面を有する後部を有する。
【００１０】
　最後に、上述した好適な実施形態の場合、ケーブルクランプ部は、ロックリングナット
がコネクタ本体上で締め付けられる際にコネクタ本体に対するクランプ部の回転を防止す
るように、縦クランプタブが設けられた反対側の端の周縁に、コネクタ本体の後端の縁に
形成された相手凹部と結合するよう構成された突起を具備する。
【００１１】
　上述したタイプの電気コネクタは、ソケット型コネクタ本体又はプラグ型コネクタ本体
を有してもよい。ソケット型コネクタ本体ではコンタクト部材はプラグ型であるのに対し
、プラグ型コネクタ本体ではコンタクト部材はソケット型である。
【００１２】
　さらに、これらの電気コネクタで使用できる２種類のコンタクト部材、すなわち、ねじ
により電線がクランプされるコンタクト部材と、電線に圧着されるコンタクト部材とがあ
る。前者の場合、コネクタは組立完了状態で供給され、電気ケーブルの電線は各コンタク
ト部材に挿入されると共に、コンタクト部材の後端に設けられた孔を通って配置されたね
じをクランプすることによりクランプされる。他方、圧着コンタクト部材の場合、コンタ
クト部材は、電気ケーブルの電線に実装され、次に圧着により電線にクランプされる。従
って、この場合、コネクタは、この予備作業が実行できるように未組立状態で供給される
。
【００１３】
　本発明のさらなる構造及び効果は、限定することを目的としていない例により、添付図
面を参照して以下の説明から明白であろう。
【図面の簡単な説明】
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【００１４】
【図１】本発明に係るコネクタを組み立てる工程を示す斜視図である。
【図２】本発明に係るコネクタを組み立てる工程を示す斜視図である。
【図３】本発明に係るコネクタを組み立てる工程を示す斜視図である。
【図４】本発明に係るコネクタを組み立てる工程を示す斜視図である。
【図５】本発明に係るコネクタを組み立てる工程を示す斜視図である。
【図６】本発明に係るコネクタを組み立てる工程を示す斜視図である。
【図７】ソケット型コネクタ本体を示す斜視図である。
【図８】プラグ型コネクタ本体を示す斜視図である。
【図９】図７のコネクタ本体を後方から見た斜視図である。
【図１０Ａ】ねじ型バージョンのプラグ型コンタクト部材を示す斜視図である。
【図１０Ｂ】圧着型バージョンのプラグ型コンタクト部材を示す斜視図である。
【図１０Ｃ】ねじ型バージョンのソケット型コンタクト部材を示す斜視図である。
【図１０Ｄ】圧着型バージョンのソケット型コンタクト部材を示す斜視図である。
【図１１】ねじ型コンタクト部材を有するコネクタの組立完了状態を示す斜視図である。
【図１２】圧着型コンタクト部材を有するコネクタの組立完了状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　これらの図面を参照すると、参照符号「１」は、コネクタ本体２を有する電気コネクタ
を指す。特に図７及び図９を参照すると、コネクタ本体２は、プラスチック材料製であり
、３個のほぼ筒状本体３を有する前端２ａを具備する。筒状本体３は、コネクタ本体２の
中央部２ｃから延びており、コンタクト部材１２を受容するためにコネクタ本体２の中心
軸の周囲に配列された軸方向の筒状キャビティを画定する。コネクタ本体２の後端２ｂは
、ねじ部２ｂ３を具備する。
【００１６】
　図８を参照すると、ソケット型コネクタ本体が示される。コネクタ本体２の前端２ａ’
は、ほぼ筒形状を有すると共に、相手のプラグ型コネクタ本体の３個の相手筒状本体３を
受容するよう構成された３個の筒状キャビティ３’を具備する。
【００１７】
　図７ないし図９を参照すると、コネクタ本体２は、その前端２ａの外表面に、互いに直
径方向反対側の位置に配置されると共に相手コネクタに形成された相手表面内で係合する
ことができる２個の楔形状歯Ｔを具備する。
【００１８】
　図１において、電気コネクタ１は分解図で示される。図１には、第１シールリング４、
位置決め部材５、ケーブルクランプ筒状部６、楔状ロックブッシュ７、第２シールリング
８、及びロックリングナット９が明瞭に示される。
【００１９】
　また、図１は電気ケーブル１０をさらに図示する。電気ケーブル１０は、絶縁外被１０
ａと、電気ケーブル１０の中心軸の周囲に配置された、外被１０ａ内に配置された３本の
電線１１とを有する。特に図３に示されるように、電気ケーブル１０の各電線１１は、保
護外被１１ａ及び裸導電部１１ｂを具備する。
【００２０】
　図２ないし図６は、コネクタ１の異なる組立工程を示す。図に示されている手順は、例
として、クランプねじが設けられたソケット型コンタクト部材を有するプラグ型コネクタ
本体の場合について言及する。
【００２１】
　図２を参照すると、コネクタ１の第１部分は、クランプねじが設けられたソケット型コ
ンタクト部材１２を位置決め部材５内に挿入することにより組み立てられる。次に、これ
らの部材の組立体は、コネクタ本体２の後端２ｂに矢印Ａで示される方向に沿って挿入さ
れる。
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【００２２】
　特に図１０Ａ、図１０Ｂ、図１０Ｃ及び図１０Ｄを参照すると、コンタクト部材１２は
、電気ケーブル１０の電線１１の裸導電部１１ｂを受容するほぼ筒状の後部１２ａを具備
する。各コンタクト部材１２は、接触部を画定する前部１２ｂと、２個の筒状中間部１２
ｃ，１２ｄとをさらに具備する。中間部１２ｄは、隣接する部分より小さな径を有する。
クランプねじを有するコンタクト部材１２の場合には、フランジ部１２ｅがさらに設けら
れる。フランジ部１２ｅは筒状の後部１２ａ上に延びており、このフランジ部１２ｅには
クランプねじ１２ｆが配置される。最後に、コンタクト部材１２の前部１２ｂは、プラグ
型（図１０Ａ及び図１０Ｂ参照）又はソケット型（図１０Ｃ及び図１０Ｄ参照）のいずれ
であってもよい。ソケット型コンタクト部材の場合、前部１２ｂは、弾性変形可能な翼部
Ｅ（図１０Ｃ及び図１０Ｄ参照）を具備する。
【００２３】
　位置決め部材５は、コンタクト部材１２がコネクタ本体２に挿入される前に、コンタク
ト部材１２を受容しロックするよう構成された前部５ａを具備する。位置決め部材５はま
た、縦保持タブ５ｂ１が設けられた後部５ｂを具備する。縦保持タブ５ｂ１は、弾性変形
可能であると共に、それらの自由端に楔状歯５ｂ２を有する。楔状歯５ｂ２は、コネクタ
本体２の後端２ｂに形成された窓Ｗ（図２参照）と協働して、コネクタ本体２内に位置決
め部材５をスナップロックする。
【００２４】
　図２を参照すると、位置決め部材５の後部５ｂは、中心軸Ｃに沿って配置された中央部
５ｃから半径方向に延びる３個の壁５ｂ３（図２及び図９参照）を具備する。位置決め部
材５の前部５ａは、３個のラッチクランプ部５ａ１を有する円盤状部を具備する。ラッチ
クランプ部５ａ１は、Ｕ形状をなし、コンタクト部材１２の中間筒状部１２ｄと係合し中
間筒状部１２ｄを保持するために弾性変形可能である。
【００２５】
　好適には、位置決め部材５は、プラスチック材料製であり、単一品で成形される。位置
決め部材５及びコンタクト部材１２で形成される組立体がコネクタ本体２の後端２ｂに一
旦挿入されると、Ｏリング型シールリング４は、コネクタ本体２（図２及び図３参照）の
後端２ｂの外表面上に実装される。このシールリング４は、コネクタ本体２の中央部２ｃ
に形成された拡大径部の周縁２ｃ１に当接する。コネクタが組立完了すると、シールリン
グ４は、コネクタの中央部における水の通過を防止するために、ロックリングナット９及
びコネクタ本体２間に介在する。
【００２６】
　図３を参照すると、ケーブル１０には、ロックリングナット９、第２シールリング８、
楔状ロックブッシュ７及び筒状クランプ部６が順に実装される。
【００２７】
　図３及び図４に示される工程を参照すると、電線１１の裸導電部１１ｂは、コンタクト
部材１２の各筒状後部１２ａ内に受容される。ねじ１２ｆがコネクタ本体２の後端に設け
られた孔Ｆ（図９参照）を通って挿入されたねじ回しで締め付けられるので、電気的及び
機械的接続部が得られる。ねじ１２ｆが一旦締め付けられると、筒状クランプ部６は、コ
ネクタ本体２（図５参照）に近づく方向に移動できる。
【００２８】
　また、図３ないし図５を参照すると、筒状クランプ部６は、その後部６ａに設けられた
弾性変形可能な縦クランプタブ６ａ１を有する。これら縦クランプタブ６ａ１は、それら
の３個の自由端の内面に、電気ケーブル１０の外被１０ａを押圧するよう構成された楔状
歯６ａ２（図１１及び図１２に断面で図示）を有する。筒状クランプ部６はまた、反対側
の端部６ｂの周縁に突起６ｂ１を有する。これら突起６ｂ１は、コネクタ本体２に筒状ク
ランプ部６を固定するために、コネクタ本体２の後端２ｂの縁に形成された対応する凹部
２ｂ１に結合されるよう構成される。凹部６ｂ２及び突起２ｂ２で構成される配置は、ロ
ックリングナット９がコネクタ本体２に締め付けられる際に、コネクタ本体２に対する筒
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状クランプ部６の回転を防止するよう作用する。このため、筒状クランプ部６は、突起６
ｂ１がコネクタ本体２の相手凹部２ｂ１内に受容されるようにコネクタ本体２に接続され
る（図５参照）。これにより、コネクタ本体２及び筒状クランプ部６の相対回転を防止す
る。
【００２９】
　楔状ロックブッシュ７は、内部円錐面を有すると共に、縦クランプタブ６ａ１をケーブ
ル１０にクランプするために筒状クランプ部６の縦クランプタブ６ａ１上に実装される。
楔状ロックブッシュ７は、異なる内径を有する２個の端部７ａ，７ｂを有する。コネクタ
１を組み立てる際、楔状ロックブッシュ７は、大きな内径を有する端部７ａが筒状クラン
プ部６に面するように、ケーブル１０に実装される。
【００３０】
　ロックリングナット９の前部９ａの内面は、コネクタ本体２の後端のねじ部２ｂ３と協
働するよう構成されたねじを有する。さらに、ロックリングナット９は、締付け工具と係
合するために、複数の平坦な横面９ｂ１を有する後部９ｂを有する。
【００３１】
　ロックリングナット９は、コネクタ本体２（図６参照）の後端２ｂのネジ部２ｂ３上に
締め付けられる。ロックリングナット９が締め付けられる際、楔状ロックブッシュ７は、
ケーブルクランプ部６の縦クランプタブ６ａ１上に付勢されると共に、歯６ａ２が外被１
０ａに押圧されるように軸方向に付勢される。この結果、ケーブル１０が縦クランプタブ
６ａ１にクランプされる。
【００３２】
　組立完了状態のコネクタ１（図１１及び図１２参照）において、ロックリングナット９
はコネクタ本体２上への締付けが完了し、拡大径部の周縁２ｃ１はロックリングナット９
用の停止部として作用する。これらの図を参照すると、ロックリングナット９は、その後
部９ｂの内面に、シールリング８及び楔状ブッシュ７用の停止部として作用する小さい径
の周縁９ｃを有する。
【００３３】
　もちろん、本発明の原理は同じままで、構造の詳細及び実施形態は、特許請求の範囲に
定義された本発明の範囲から逸脱することなく、単に例として説明され図示されたものに
対して大きく変わっていてもよい。
【符号の説明】
【００３４】
１　　　電気コネクタ
２　　　コネクタ本体
２ａ　　前端
２ｂ　　後端
２ｂ１　凹部
２ｂ３　ねじ部
４　　　シールリング
５　　　位置決め部材
５ａ　　前部
５ｂ　　後部
５ｂ１　縦保持タブ
５ｂ２　楔状歯
６　　　筒状クランプ部
６ａ１　縦クランプタブ
６ａ２　楔状歯
６ｂ　　端部
６ｂ１　突起
７　　　楔状ロックブッシュ
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８　　　シールリング
９　　　ロックリングナット
９ａ　　前部
９ｂ　　後部
９ｂ１　平坦な横面
１０　　電気ケーブル
１０ａ　外被
１１　　電線
１２　　コンタクト部材
Ｗ　　　窓

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図１０Ｄ】
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